
平成２７年度第1回東京都歯科保健対策推進協議会歯科保健目標検討評価部会 

  次第 

 

日時：平成２７年６月１日（月曜日）１５時から 

場所：東京都庁第一本庁舎２４階 ２４Ｃ会議室 

 

１ 開  会 

２ 委員紹介 

３ 挨  拶 

４ 議  事 

（１） 次期歯科保健目標策定までのスケジュールについて 

（２） 東京都歯科保健目標「いい歯東京」の達成度について 

５ 閉  会 

 
 
―資料― 

１ 東京都歯科保健対策推進協議会設置要綱 

２ 東京都歯科保健対策推進協議会歯科保健目標検討評価部会設置要綱 

３ 東京都歯科保健対策推進協議会歯科保健目標検討評価部会委員名簿 

４ 次期歯科保健目標策定までのスケジュール（案） 

５ 東京都歯科保健目標「いい歯東京」達成度調査報告書（案） 

６ 東京都歯科保健目標「いい歯東京」の達成状況について 

７ 「いい歯東京」達成度調査の評価及び検証 

 

 

 

―参考資料― 

参考資料１： 歯科保健目標「いい歯東京」 
参考資料２： 東京の歯科保健―東京都歯科保健医療関係資料集―(平成２６年１０月) 
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　次期歯科保健目標策定までのスケジュール

協議会 部　会

第
1
四
半
期

第
2
・
3
四
半
期

第
4
四
半
期

2
8
年
度

2
9
年
度

2
7
年
度

▲第1回部会開催

◎協議会開催

・達成度調査結果の報告（最終報告書）

・達成度評価の検証

・達成度に対する課題の検討

・27年度の取組の検討

達成度調査結果の公表▲報告書送付

▲第3回部会開催

・27年度の取組の報告
・ライフステージごとの達成度に対する検証・課題の抽出②

・新たな課題の検討：障害者歯科医療

・28年度に向けた課題整理

▲第2回部会開催

・27年度の取組の中間報告
・ライフステージごとの達成度に対する検証・課題の抽出①

・新たな課題の検討：在宅歯科医療

◎協議会開催

▲第2回部会開催

・次期計画に向けた指標の検討①

・28年度の取組の中間報告

達
成
度
調
査
の
評
価
・
検
証

▲第1回部会開催

・ライフステージごとの達成度に対する検証・課題のまとめ

・新たな課題に対するまとめ

・28年度の取組みの検討

▲第3回部会開催

・次期計画に向けた指標の検討②

・28年度の取組の中間報告

次
期
指
標
の
検
討

計画改定

資料 ７－１

平成27年度第1回部会資料を一部改変



 

 

 

東京都歯科保健目標「いい歯東京」 

達成度調査報告書 概要 

 

 抜 粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年 8 月 

  東京都福祉保健局医療政策部 
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本報告書（概要）は、東京都歯科保健目標「いい歯東京」達成度調査報告書より、 

東京都歯科保健目標「いい歯東京」の指標にかかる部分について抜粋した。 
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Ⅰ 東京都歯科保健目標「いい歯東京」達成度の状況 

東京都では、都民のすべてが歯と口腔の健康を保ち、健康寿命を延ばして豊かな生活ができるよう、東京

都歯科保健目標「いい歯東京」を策定し、様々な施策を行っているところである。 

現在の歯科保健目標は、平成 27 年度を最終年度としていることから、目標の達成状況について調査を実施

した。その結果を以下に示す。 

 １ 調査結果のポイント  

 （１） 達成状況のまとめ 

「う蝕のない者の割合（3 歳）」は 87.4％、「一人平均う歯数（12 歳）」は 0.93 歯、「24 歯以上有する者の割

合（60 歳）」は 70.0％、「８０２０を達成している都民の割合（80 歳）」54.7％となり、口腔内の状況はすべての

年齢層で向上し、目標を達成した。 

    一方、「歯・口の状態についてほぼ満足している者の割合（80 歳）」は目標値に及ばなかったが、歯や口腔

の満足度のうち「噛む、味わう、飲み込む、話すことに不自由がない者」は増加したことから、口腔機能に関

する満足度は向上していることがうかがえる。 

 

（２） 全体目標の達成状況 
全体目標のうち、「80 歳で自分の歯を20 本以上持つ者の割合（８０２０達成者）」は 54.7％であり、目標の

「50％以上」を達成した。また、前回調査（平成 21 年度）よりも14.9 ポイント増加した。 

一方、「歯・口の状態についてほぼ満足している者の割合（80 歳以上）」は 54.8％であり、目標の「増やす

（基準値：57.9％）」にはやや及ばなかった。 

 

（３） 個別目標の達成状況 

それぞれのライフステージにおける口腔内の状態については、目標を達成した。 

      特に、「60 歳で自分の歯を24 本以上持つ者の割合」は前回調査によりも6.6 ポイント増加し、８０２０達成

者の割合の結果と合わせ、高齢者の口腔内の状態は向上した。 

      一方、それぞれのライフステージにおける都民の知識と行動の目標については、目標を達成した項目が

半数に満たなかった。 

 

 ２ 調査一覧 

 

調査名 調査内容 調査地区 回答数 実施時期

1
幼児期・学齢期の歯科保健行動

に関する調査

区市町村や学校における歯科健診結果のデータ及

び幼児・児童・生徒に対する意識調査
都内全域 26,442人 10月

2 東京都歯科診療所患者調査
歯科診療所に来院する患者（成人）の口腔内診査及

び意識調査
都内全域 10,356人 9～10月

3
介護保険施設等における口腔ケ
ア等実態調査

特養、養護老人ホーム、訪問看護ステーション等に
対する口腔ケア等に関する調査

都内全域 1,084施設 5～6月

4
かかりつけ歯科医機能推進に関

するアンケート調査
歯科診療所に対するかかりつけ歯科医機能の調査 都内全域 554施設 9～10月

①島しょ地区の全町村の保育所、小中学校の幼児・

児童・生徒に対する意識調査
①全島 ①2,158人 ①10月

②神津島及び八丈島の成人の口腔内診査及び意識

調査

②神津島

   八丈島
②436人 ②5月、７月

6
区市町村における歯科保健医療

事業に関する調査

区市町村の歯科保健医療に関する事業の取組み状

況調査
都内全域 62区市町村 1月

5 島しょ地区歯科疾患実態調査
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３ 国における指標との比較 

東京都歯科保健目標「いい歯東京」の指標のうち、国の指標（「「歯科口腔保健の推進に関する基本的事

項」に関する目標等について」により示された具体的指標）と共通するものについて、比較を行ったところ、以

下のとおりであった。 

 

事項（基本的事項・いい歯東京） 

目標値 
現状値 

（東京都） 
国 

（平成34年度） 

東京都 

（平成27年度） 

う蝕のない者の割合（3歳児） 90％ 85.0％ 87.4％ ※1 

24 歯以上の自分の歯を有する者の割合 

(60歳) 
70％ 70％以上 70.0％ ※2 

※1 平成 25 年度歯科健康診査実績（「東京の歯科保健」） 

※2 平成 26 年度診療所患者調査 

 

  ４ 今後の取組 

  （１） 東京都歯科保健目標「いい歯東京」の計画年次 

    東京都歯科保健目標「いい歯東京」については、平成 23 年度から27 年度までの計画となっている。 

    一方、国は、平成 24 年度に「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項」を示し、平成 34 年度までの目

標値を定め、その中で5 年後に中間評価を行うとした。また、東京都保健医療計画や東京都健康推進プ

ランとの調和のとれた計画とするため、東京都歯科保健目標の計画年次を平成 29 年度までとする。 

 

（２） 東京都歯科保健目標「いい歯東京」の取組 

   今回実施した達成度調査の結果を踏まえ、東京都歯科保健目標における目標値を達成していない項

目については、引き続き、達成に向けて取組を進めていく。 

   新たな取組として、若い世代の歯科保健行動や意識を高めるための普及啓発を行い、生涯にわたる

「歯と口腔の満足度の向上」をさらに目指していく。 
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